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メダカのすみやすいところって?

益城町立飯野小学校 5年生全員

1 研究の目的

絶滅危慎種に指定されているメダカだが、飯野校区にはまだ、たくさんのメダカがすんでいる。

メダカのことを詳しく調べ、なぜ校区にたくさんいるのか考えたいと思い、研究に取り組んだ。

2 研究の方法

(1) メダカの生態について調べる。

(2) 野生のメダカを観察してメダカがEんな左ころにいるか調べる。

(3) 田んぼの水の変化とメダカの様子を調べる(田んぼの水が抜かれた後の様子)。

3 研究の結果

(1) メダカの牛態を調べる。

ア メダカは暗い方に集まる。懐中電灯の強い光を当てると、深いところに移動する。

イ 人が来ると、すばやく水草の陰に隠れる。離れていると、出てくる。

ワ 周りの色によって体の色を変える。黒い水槽に入れたものは、背中が黒っぽく変化した。

エ 流れの方に頭を向けて泳ぐ。大きなメダカは流れに強いが、小さいものは流された。

(2) 野牛ーのメダカの観察

…用水路A"'Dの4地点を設定して調べたυ 

A地点 B地点 C地点

メダカの様子
.20匹ぐらいいた。 -メダカはいない。 .40匹ぐらいの群れ。
-小さなメダカもいた。 -小さなメダカはいない。

。水の流れ
.5mを平均40秒、 .5mを平均13秒 .5mを平均23秒
-水の流れはゆっくり。 -水のお{じれは速い。 -水のお!cれがある。

. )11)丘はどろ。 -川|低は土が少ないロ -川1)丘は土がたまっている。
-側面はコケやタヱシが付 -底にも側面にも藻が付い -側面はコケが牛Aえていた。

②水路の様子 いていたn ている。 -周辺l土草がいっぱい。
-水路周辺は草が牛えてい -水路!可辺はコンクロ ー ト
る。 や阿んぽ。

-エビが多い。 -カエノレ -小さな虫が多かった。 -カエノレやオタマジャクシ
③他のや物 -オタマジャクシ -エビ -カエノレ が多かった。

-カワニナ -ジャンポタニシ -ジャンボタニシ

(3) 田んぼの水の変化とメダカの様子(田んぼの水が抜かれた後の様子)

A地点 B地点 C地点

9月23日(晴れ)29
0C 

D地点

.500匹ぐらいの群れ。
-小さなメ ダカもいた。

.Smを平均56秒
-とても流れが遅い。

• )IIJ丘はやわらかい土がた
まっている(ヘドロ状)。

-側面には藻があるn

-周辺は草がいっぱい。

-エピ、カエル、オタマジャ
クシが多かった。

9月27日 (晴れ)2S
oC 

D地点

-水が減っている。 I・水はなく、乾燥しているロ
-メダカは数は少ないが見られ ト メダカも、他の牛ーき物もいな

-水は低いところに少したまっ |・ 水は水深2~4crnほどで、流
ている。 Iれていない。

た。 |し、。 -メダカが集まっているo ト メダカはまだ泳げる。

4 研究のまとめ

(1) メダカは、暗いところが好きで、強い光は苦手と考えられる。

(2) メダカは左てもすばやくて、すぐに物かげ‘に隠れてしまう。メダカは動くものに反応し、すば

ゃく隠れるととで、身を守っていると思う。

(3) 体の色が黒っぽく変化した。天敵から身を守るため、見つかりにくくしていると思う。

(4) メダカは流れに弱く、小さいものは流された。用水路でも、流れの速いところには小さいメダ

カはすめないことがわかった。

(5) 田んぼや用水路に様々な生き物がいた。天敵が少ないので、メダカが増えたのではないか。

(6) 田んぼの水が稲刈りのために抜かれた。取り残された坐き物はどうなるのだろうか。

(7) 田んぼでの農作業との関係とメダカの数の変化についても、 今後調べてみたい。
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